
旧小熊邸外観 （写真提供：旧小熊邸倶楽部）

近
年
、
多
く
の
市
民
団
体
や
N
P
O
法
人
等
が
文
化
財
建
造
物
の
保
誼
に
参
加
す
る
中
で
、
多
様
な
主

体
や
分
野
に
わ
た
る
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
が
形
成
さ
れ
、
地
域
に
そ
く
し
た
保
存
の
形
が
示
さ
れ
つ
つ
あ

り
ま
す
c

本
連
戦
は
こ
う
し
た
事
例
を
紹
介
す
る
も
の
で
す
。
第
一
回
で
は
、
旧
小
熊
邸
（
北
海
道
札
幌

市
）
の
保
存
を
め
ぐ
る
N
P
O
法
人
旧
小
熊
邸
倶
楽
部
の
活
動
を
と
り
あ
げ
ま
し
た
。
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
を
可
能
に
す
る
要
素
は
単
純
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
本
稿
は
、
こ
の
活
動
の
中
心
的
役
割
を
引
き
受
け
、

現
在
は
倶
楽
部
の
理
事
長
を
務
め
る
一
束
田
秀
美
さ
ん
に
お
話
を
う
か
が
い
、
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

北
悔
道
帝
国
大
学
（
現
北
海
道
大

ぉ
く
ま
t
も

•
‘
5

学
）
農
学
部
敦
授
、
小
熊
相
憐
士
の
自
邸
と
し
て
、

一
九
―
一
七
年
に
札
幌
市
円
山
に
建
て
ら
孔
ま
し
た
。
フ

に
の
う
え
よ
し
や

ラ
ン
ク

•
L
'

ラ
イ
ト
の
弟
子
、
田
上
義
也
の
設
計

に
な
杓
ま
す
。
一
九
五
一
年
に
北
海
道
鉄
行
が
こ
の

建
物
を
開
入
し
、
円
山
ク
ラ
ブ
等
と
し
て
使
っ
て
き

ま
し
た
が
、
老
朽
化
の
た
め
一
九
九
百
年
に
限
填
し

を
決
め
る
に
至
り
ま
し
た
。

旧
小
熊
邸
は
、
「
さ
っ
ぼ
ろ
・
｛
る
さ
と
文
化
百

選
」
に
選
ば
れ
る
な
ど
、
市
民
に
も
視
し
ま
れ
て
き
た

建
物
で
す
。
取
坦
し
に
対
す
る
札
幌
盲
民
の
熱
心
な

働
さ
か
け
の
結
果
、
現
在
で
は
、
移
染
の
上
、
喫
茶

店
と
し
て
市
民
に
開
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
保
存
注

動
か
砕
皿
進
役
を
果
だ
し
た
の
が
9
,
I
E
I

小
熊
邸
を
考
え

る
会
（
以
下
、
老
え
る
会
）
で
す
。

会
が
詳
細
に
か
か
わ
り
、
マ
ス
コ
ミ
を
通
じ
た
社
会

の
閲
心
の
高
ま
り
が
会
の
活
動
を
佼
押
し
し
ま
し
た
。

同
年

1
0
月
、
考
え
る
会
は
保
存
運
動
の
役
割
を

終
え
た
と
し
て
鮮
散
し
、
移
築
軍
業
を
監
督
で
き
る

技
術
団
体
と
し
て
の
旧
小
熊
邸
倶
楽
部
（
以
丁
倶

楽
部
）
を
設
立
し
て
、
次
の
柄
動
に
併
セ
た
糾
級
体

制
の
再
編
を
図
り
ま
し
た
。
考
え
る
会
の
運
営
が
学

識
経
験
者
中
心
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
倶
楽
部
で
は
、

労
働
組
合
の
役
員
綽
と
し
て
実
務
の
知
識
・
経
験
を

考
え
る
会
と
保
存
運
動

考
え
る
会
は
、
学
識
経
験
者
、
建
築
家
、
芸
術
家
‘

市
民
等
に
よ
り
一
九
九
六
年
に
結
成
さ
れ
ま
し
た
。
貢

田
さ
ん
は
、
札
幌
建
染
鑑
賞
会
の
ス
タ
ッ
フ
で
し
た

が
、
鑑
賞
だ
げ
で
は
地
域
の
景
観
は
守
九
な
い
と
感

じ
「
こ
の
と
き
か
ら
考
え
る
会
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

甫
都
市
計
画
評
も
、
景
餃
条
例
を
有
し
、
考
え
る
会

の
取
組
を
技
術
的
、
精
神
的
に
文
悦
し
ま
し
た
。

考
え
る
会
は
、
所
有
者
と
敵
対
せ
ず
、
つ
な
が
り

を
築
い
て
い
こ
う
と
．
、
ぅ
喜
守
り
た
い
か
、
ど
う
守
灼
~

た
い
か
忘
伝
え
る
よ
ヽ
＂
に
活
動
を
展
開
し
ま
し
号
北

海
道
銀
行
に
足
を
遥
び
、
所
有
者
が
社
会
的
黒
役
と

な
ら
な
い
よ
う
に
配
慮
す
る
こ
と
、
市
民
が
ど
う
残
し

た
い
か
を
胴
査
す
る
た
め
の
署
名
退
動
を
行
い
た
い

こ
と
を
伝
え
ま
し
た
。
何
度
か
の
協
饒
を
経
て
、
取

り
欺
し
が
二
年
延
期
さ
れ
ま
し
鶯

署
名
は
、
ど
う
残
し
た
い
か
、
ど
う
使
い
た
い
か
、

と
い
う
ア
、
‘
ヽ
，

穂
ん
だ
東
田
さ
ん
が
会
の
マ
ネ
i
ジ
メ
ン
ト
を
担
い
ま

し
た
。
考
え
る
会
の
退
営
に
携
わ
っ
た
専
門
家
は
、
協

カ
メ
ン
ハ
ー
と
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
性
の
発
拇

に
専
心
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

旧
小
喉
邸
の
移
築
事
業
て
は
、
俣
楽
部
が
設
計
屈

理
を
行
い
、
工
事
は
三
井
ホ
ー
＇
ム
が
請
け
負
い
ま
し

た
。
倶
楽
部
が
調
監
役
を
務
め
、
吉
交
通
開
発
公
社
、

札
幌
市
、
テ
ナ
シ
ト
会
社
等
、
閲
係
者
が
侮
週
の
よ

う
に
打
ち
合
わ
せ
を
し
ま
し
た
e

ま
た
、
惧
楽
部
巧
亭

務
局
長
（
代
表
）
で
あ
る
東
田
さ
ん
が
工
事
の
進
捗

状
況
を
管
理
し
、
技
術
者
・
技
能
者
が
各
自
の
役
割

し
算
認
織
で
き
る
体
制
が
築
か
九
て
い
き
ま
し
た
。

こ
の
取
紐
を
通
し
て
、
倶
楽
部
は
、
情
報
一
父
揆
の

場
の
設
定
、
専
門
家
と
実
務
家
の
役
割
分
担
と
協
力

の
仕
組
み
づ
く
り
、
事
業
の
管
理
等
の
技
術
・
経
験

を
蓄
積
し
て
い
っ
た
の
だ
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
事
業

は
一
九
九
八
年
九
月
に
完
了
し
ま
し
た
c

N
P
O
法
人
と
し

旧
小
熊
邸
の
実
績
は
、
北
海
道
内
に
広
く
知
ら
れ
、

地
域
造
産
の
保
存
活
朋
の
相
談
を
頻
繁
に
受
け
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
一
九
九
九
年
、
倶

楽
部
は
地
域
の
文
化
財
を
残
す
た
め
の
胴
整
を
行
う

組
祇
と
し
て
、

N
P
o怯
入
格
を
取
得
し
ま
し
た
。
現

在
で
は
、
未
指
定
の
屈
史
的
建
造
物
等
を
残
す
た
め
、

所
有
者
と
活
用
希
望
者
そ
れ
ぞ
れ
の
相
該
に
応
し
、
文

化
逍
産
と
し
て
の
近
切
な
管
理
運
営
に
つ
い
て
助
言

を
し
な
が
ら
、
両
者
の
引
き
合
わ
せ
を
行
っ
て
い
ま

旧
小
熊
邪
倶
楽
部
と
移
築
事
業

IEl小
熊
邸
の
保
存
運
動
の
発
端

N
P
 

旧
小
熊

郎
の
活
動

N
P
O
法
人
王
川
ま
ち
づ
く
ヽ
り
ハ
ウ
ス
＋

文
化
庁
文
化
財
部
参
事
官
（
建
造
物
担
当
）

＇ 

ケ
ー
ト
を
伴
う
も
の
で
、
約
六
七

0

0
名
よ
り
集
ま

り
ま
し
た
。
札
幌
可
の
人
口
（
約
一
八

0
万
人
）
と

比
べ
れ
ば
小
さ
な
数
で
す
が
色
4

、
な
残
し
方
が
あ

る
こ
と
を
市
民
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
之
。

ァ
[
‘
ケ
ー
ト
か
ら
は
、
現
地
保
存
に
対
‘
す
る
強
い

要
望
が
う
か
が
え
ま
し
と
が
安
（
見
積
も
っ
て
も
三

億
円
は
か
か
り
ま
す
。
一
方
、
札
幌
市
を
通
じ
て
市

交
通
開
発
公
社
が
レ
ス
ト
ラ
シ
，
喫
茶
応
同
さ
の
建

桑
を
探
し
て
い
る
と
い
う
情
緻
が
得
ら
れ
ま
し
た
。
最

終
的
に
、
公
社
が
建
物
を
買
い
取
り
、
事
槃
主
体
と

な
っ
て
藻
岩
山
麓
に
移
築
す
る
こ
と
、
移
染
彼
は
喫

荼
店
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
が
一
丸
九
七
年
八
月
に

決
定
し
ま
し
た
。
こ
う
し
た
一
連
の
請
驚
に
考
え
る

す
。
と
き
に
は
、
相
続
や
贈
与
の
よ
う
な
事
柄
に
も

話
が
及
謬
ま
す
州
、
所
有
者
と
の
信
頼
関
保
を
根
気

強
＇
＼
築
き
、
ー
保
存
の
条
件
が
斃
え
ば
、
登
録
有
形
文

化
財
（
文
化
財
保
談
怯
）
や
都
市
景
観
重
要
建
築
物

（
市
景
観
条
例
）
等
し
す
る
こ
と
定
助
言
し
、
所
有
者

と
行
政
担
当
者
の
橋
礁
し
も
行
っ
て
い
ま
す
。

応
じ
き
れ
な
い
相
談
が
来
る
た
め
、
同
様
の
案
件

}
J
地
域
の
実
状
に
応
じ
て
解
訊
で
き
る

N
P
O
法
人

や
市
民
団
体
が
北
海
道
内
に
育
つ
よ
う
、
そ
の
た
め

の
支
援
活
動
も
始
め
ま
し
た
。
将
来
は
、
基
金
の
創

殷
や
古
材
バ
：
ク
、
資
金
調
迦
の
相
談
等
を
も
行
え

い
く
こ
と
を
見
遥
し
て
い
ま
す
。

柔
軟
な
連
携
，
協
力

東
田
さ
ん
は
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
拒
り
返
り
、
文

化
財
建
造
物
の
保
存
。
活
用
を
市
民
団
体
等
が
担
う

に
は
、
柔
ら
か
な
活
動
か
ら
入
っ
て
、
建
物
の
管
理

運
営
ま
て
学
ん
て
い
く
人
材
育
成
の
過
程
が
必
要
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
必
ず
し
も
単
独
の
団
体

に
托
合
力
を
期
待
で
き
る
わ
け
で
は
な
く
．．
 

状
況
に

応
じ
て
タ
イ
ミ
ン
グ
良
く
さ
ま
ざ
ま
な
主
体
と
の
連
携

を
築
き
上
げ
て
い
く
重
要
性
を
主
張
し
て
い
ま
す
。

適
切
な
主
体
と
柔
軟
に
協
力
で
き
る
の
が
市
民
囲

体
や

N
P
O
法
人
の
利
点
の
―
つ
で
す
。
倶
楽
部
は

こ
の
利
点
を
活
か
し
、
組
織
の
円
外
で
旧
小
熊
邸
の

保
存
に
か
か
わ
る
入
々
の
協
力
を
美
き
あ
げ
て
き
ま

し
た
。
現
在
で
は
、
そ
の
調
整
技
術
を
他
の
文
化
遣

産
の
保
存
に
役
立
て
て
い
ま
す
。
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バンカート C パブ。一人体制で営業し，バーテンは受

付業務や施設案内を兼務

横
浜
市
で
は
、
二

0

0三
一
年
度
よ
り
都
心
部
証
史

的
建
築
物
文
化
芸
術
活
用
実
験
事
業
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
、
横
浜
都
心
部
の
歴
史
的
建
造
物
を

文
化
芸
術
や
観
光
の
振
興
に
役
立
て
、
地
域
の
活
性

化
に
結
び
つ
け
て
い
く
た
め
、
そ
の
利
用
形
態
を
実

際
の
施
設
週
営
を
と
お
し
て
検
討
す
る
事
業
で
す
。

B
a
n
k
A
R
T
 1
9
2
9
は
事
業
の
愛
称
で
あ
り
、
事
業
遮

営
を
委
託
さ
れ
た
団
体
の
名
称
で
も
あ
り
虚
す
（
以

下
、
団
体
名
称
を
バ
ン
カ
ー
ト
と
す
る
）
。
旧
第
一
銀

行
横
浜
支
店
と
旧
富
士
卸
行
横
浜
文
店
の
―
―
つ
の
歴

史
的
な
銀
行
建
築

(
B
a
n
k
)

を
芸
術
文
化

(A11)

に

莉
用
す
る
こ
と
、
ど
ち
ら
の
建
物
も
一
九
二
九
年
の

竣
工
で
あ
る
こ
と
か
ら
名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

横
浜
市
で
は
、
ヨ
コ
ハ
マ
の
顔
と
な
る
都
心
部
の

整
備
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
二

0

0
四
竺
一
月
に

は
、
横
浜
駅
と
元
町
・
中
睾
街
を
結
ぶ
み
な
と
み
ら

い
線
が
開
通
し
ま
し
た
。
旧
鐙
一
銀
行
横
浜
支
店
と

旧
宣
士
銀
行
横
浜
支
店
は
、
み
な
と
み
ら
い
線
の
馬

単
道
駅
に
隣
接
す
る
甫
認
定
歴
史
的
建
造
物
で
す
C

ム
の
実
施
に
お
い
て
、
横
浜
市
で
は
、
建
物
の
借
料

と
光
熱
水
費
を
負
担
す
る
ほ
か
、
連
営
委
旺
費
や
事

業
補
助
金
を
支
出
し
て
い
ま
す
。
委
託
襲
と
捕
助
金

は
、
ほ
と
ん
ど
が
入
件
贅
、
設
備
費
、
小
修
理
費
等

に
ま
わ
っ
て
し
ま
う
た
め
、
パ
ン
カ
ー
ト
で
は
自
主
事

業
で
収
益
を
あ
げ
、
活
動
費
を
生
み
出
し
て
い
ま
す
。

B
a
n
k
A
R
T
 1 
9
2
9
の
お
も
な
活
動

バ
ン
カ
ー
ト
が
展
愕
す
る
取
般
に
は
、
以
下
の
も

の
が
含
ま
れ
ま
す
。

懇
レ
ン
タ
ル
事
業
・
公
演
、
辰
覧
会
、
フ
ァ
ソ
シ
ョ

シ
、
映
画
、
パ
ー
テ
ィ
等
、
多
目
的
な
利
用
に
対

応
す
る
形
で
建
物
内
の
ス
ペ
ー
ス
を
貸
す
。

＄
バ
ン
カ
ー
ト
・
カ
フ
ェ
＆
パ
フ

□さ
ま
ざ
ま
な
活

動
の
交
流
の
場
と
し
て
、
カ
フ
ェ
と
パ
プ
を
運
営
。

ぬ
バ
ン
カ
ー
ト
・
シ
ョ
ッ
プ
；
関
係
し
た
芸
術
家
や

B
a
n
k
A
R
T
 l 
9
2
9
の
目
的
と
背
景

第
二
回
で
は
、
検
浜
市
に
よ
る
歴
史
的
建
造
物
運
営
実
験
プ
コ
グ
ラ
ム

"
B
a
n
k
A
R
T

(
バ
ン
カ
ー
ト
）

1
9
2
9
,

を
と
お
し
‘
―
つ
の
文
化
財
建
造
物
の
管
理
活
用
方
法
を
見
い
だ
す
た
め
の
連
携
協
力
に
つ
い
て

考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
本
稿
は
、

B
a
n
k
A
R
T
1
9
2
9

副
代
表
の
池
田
修
さ
，
允
に
お
話
を
う
か
が
い
、

ま
と
め
た
も
の
で
す
。

運
営
団
体
の
選
考

横
浜
市
で
は
、
前
記
の
銀
行
建
築
二
棟
を
用
い
て

文
化
。
芸
術
活
動
を
実
践
す
る
団
体
を
、
i
―
（
ご
u
-
―-年

-
0
月
に
公
募
し
、
二
四
団
体
か
ら
応
募
が
あ
り
ま

し
た
。
審
査
は
、
学
懺
経
験
者
、
文
化
関
連
財
団
綽

の
事
務
局
長
、
住
民
団
体
の
代
表
者
な
ど
か
ら
な
る

委
員
会
が
行
い
ま
し
た
。
そ
の
選
考
基
準
は
｀
①
文

化
芸
術
活
動
の
ク
オ
l
J
テ
ィ
、
文
化
，
芸
術
の
斬
新

的
な
取
組
や
創
追
性
、
②
す
日
｝
r

ぶ
ナ
リ
テ
ィ
、
⑤
交

流
・
憚
報
発
信
機
知
罰
①
歴
史
的
建
築
物
の
空
間
利

贋
⑤
都
市
郭
活
性
化
、
⑤
実
現
性
、
⑦
採
算
且
で

あ
っ
た
と
い
い
ま
す
。

審
査
の
桔
果
、
お
も
に
ダ
ン
ス
、
演
闘
の
歪
両
運
営

や
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
育
威
活
動
忘
行
っ
て
い
る

N
D上

0
法
人
「
S
T
ス
ポ
ッ
ト
横
浜
」
(
-
九
八
七
年
設
立
）

と
、
池
田
さ
ん
が
代
表
を
務
め
る
美
術
、
建
簗
の

P

H
ス
タ
ジ
オ
や
美
術
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
村
田
裏
氏

ら
に
よ
る
一
]
X
C
~
C
C
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
(
―

1
0
0
一―-年

設
立
）
の
二
団
体
が
、
追
携
を
条
件
に
選
ば
れ
、

B
a
n
k
A
R
T
 1
9
2
9
が
発
足
し
ま
し
た
C

J
1
:
'

i
f
~
;
i
匹

有
識
者
の
著
書
を
中
心
に
美
術
、
建
築
、
演
劇
｀
，

ま
ち
づ
く
り
等
の
書
緒
や

D
V
D
等
を
阪
売
。

図
バ
ン
カ
ー
ト
。
ス
ク
ー
ル
[
芸
術
の
各
分
野
で
活

躍
す
る
講
師
陣
を
招
き
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
構
成
。
譜

師
と
受
講
者
、
受
読
者
間
同
士
の
交
流
を
霊
視
c

滋
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
＇
イ
ン
・
ス
タ
ジ
オ

□

作
品
、
横

判
の
制
作
ス
タ
ジ
オ
の
退
営
。
街
に
ア
ー
テ
イ
ズ

ト
を
招
き
、
と
も
に
育
つ
し
か
け
を
工
夫
。

ま
た
、
バ
ン
カ
ー
ト
で
は
、
建
物
の
撮
慰
の
印
し

込
み
が
多
い
こ
と
か
ら
、
通
常
の
活
動
に
支
隊
を
き

た
さ
な
い
よ
う
、
開
館
時
間
で
あ
る
一
一
時
半
以
前

に
映
匝
や
商
業
雑
誌
な
ど
の
撮
影
を
受
け
入
れ
ら
a

よ

う
に
し
ま
し
た
。
そ
の
情
報
が
伝
わ
っ
て
、
印
込
数

は
さ
ら
に
増
え
、
高
い
収
益
に
結
び
つ
い
て
い
ま
す
。

池
田
さ
ん
は
、
開
館
時
間
に
工
夫
を
凝
ら
す
こ
と
に

よ
り
、
い
い
立
地
に
あ
る
文
化
財
建
造
物
の
利
点
を

大
い
に
引
き
出
す
こ
と
が
で
き
る
と
述
べ
ま
す
。

歴
史
的
建
造
物
の
鑑
賞
を
目
的
と
す
る
来
館
者
も

い
る
た
め
．
イ
ベ
シ
ト
を
開
催
し
て
も
占
有
的
な
閉

ざ
し
た
使
用
を
極
力
少
な
く
す
る
、
休
館
日
を
つ
く

ら
な
い
よ
う
に
す
る
な
ど
、
多
く
の
人
々

ら
う
工
夫
も
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

収
益
事
業
の
自
由
な
晨
開
、
開
飽
時
間
の
柔
軟
な

設
定
、
パ
ブ
の
経
営
、
こ
う
し
た
事
が
可
能
と
な
る

背
景
に
は
、
文
化
財
と
し
て
の
建
物
管
理
は
横
浜
市

が
行
う
も
の
の
、
施
設
運
営
の
裁
量
が
大
き
く
バ
ン

B
a
n
k
A
R
T
 1
9
2
9
 

連
携
協
力
の
仕
組
み

N
P
O
法
人
玉
川
ま
ち
づ
く
り
八
ウ
ス
＋

文
化
庁
文
化
財
部
参
事
官
（
建
造
物
担
当
）

二
団
体
の
連
掬
に
よ
り
．．
 

ハ
ン
カ
＇
i
卜
は
演
劇
系
、

美
術
系
、
建
築
系
と
、
芸
術
分
野
で
必
要
な
す
べ
て

の
人
材
を
ス
タ
ゾ
フ
に
含
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
3

現

在
で
は
バ
ン
カ
ー
ト
と
し
て
深
用
し
た
ス
タ
ッ
フ
数

が
高
い
比
率
を
占
め
て
い
ま
内
当
初
は
四
入
で
あ

っ
た
コ
ア
ス
タ
ッ
フ
は
八
人
と
な
り
、
常
勤
、
非
常

勤
を
含
め
、
二

0
人
を
超
え
る
ア
ル
バ
イ
ト
を
雇
用

し
て
い
ま
す
。
ス
タ
ッ
フ
が
培
え
た
こ
と
で
、
仕
事
の

量
も
i
揺
も
増
し
て
き
て
い
る
と
い
い
ま
す
。

旧
富
士
銀
行
横
浜
支
店
は
横
浜
市
の
所
有
で
す
が
，

旧
第
一
銀
行
横
浜
支
店
は
、
，
横
浜
用
が
独
立
行
政
怯

人
都
市
耳
生
様
構
か
ら
借
り
て
い
ま
す
。
プ
ロ
グ
ラ

カ
ー
ト
に
付
与
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

一
方
、
バ
ン
カ
ー
ト
も
、
公
設
民
営
と
い
う
組
織

の
性
洛
を
意
職
し
、
市
民
に
広
く
間
い
た
施
設
の
活

用
に
努
め
て
い
ま
す
。
複
数
の
事
業
を
展
開
し
て
い

ま
す
が
、
撮
影
の
受
入
れ
の
よ
う
な
収
益
性
の
高
い

事
業
と
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
，
イ
ン
・
ス
タ
ジ
オ
の
よ
ぶ
，
’

な
公
益
性
の
高
い
事
業
と
を
あ
わ
せ
な
が
ら
、
バ
ラ

ン
ス
良
い
連
営
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ヶ
け
ニ

イ
テ
ィ
ブ
，
シ
テ
ィ
＇
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
と
呼
ば
れ
る
よ

ろ
ず
相
談
会
の
よ
う
な
も
の
を
数
多
く
開
催
し
、
色
々

な
提
案
や
申
し
出
を
受
け
入
れ
、
可
能
な
限
り
実
現

さ
せ
る
仕
組
み
を
発
展
さ
せ
て
い
ま
す
。

池
田
さ
ん
は
、
杓
一
年
の
活
動
を
通
じ
、
収
益
性

の
あ
る
事
業
と
な
い
事
業
と
が
見
え
て
き
た
と
言
い

ま
す
。
ま
た
『
｀
建
物
を
介
し
て
複
数
の
事
業
が
相
乗

効
果
を
あ
ら
わ
し
始
め
て
き
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
現

在
で
は
、
郡
心
部
の
歴
史
的
建
造
物
で
あ
れ
ば
、

B
a
n
k
A
R
T
 1
9
2
9
と
同
様
の
取
組
を
展
開
し
て
も
、
人

件
費
を
ま
か
な
え
る
と
確
信
す
る
に
至
り
ま
し
た
。

B
a
n
k
A
R
T
 1
9
2
9

の
実
験
運
営
期
間
は
、
―

1
0
0
四
年

二
月
か
ら
0
六
年
三
月
で
す
。
し
か
し
、

0
四
年
七
月
、

横
浜
市
は
東
京
芸
術
大
学
大
学
院
が
0
五
年
度
に
新

設
す
る
映
像
研
究
科
を
旧
富
士
銀
行
横
浜
支
店
に
誘

致
す
る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。
こ
の
建
物
の
様
々
な

魅
力
を
バ
ン
カ
ー
ト
が
引
き
出
し
た
こ
と
が
、
市
に
誘

致
の
決
断
を
も
た
ら
し
た
と
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。
バ

ン
カ
ー
ト
は

0
五
年
一
月
に
旧
日
本
郵
船
倉
庫
に
移

り
、
新
た
な
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

B
a
n
k
A
R
T
 l 
_
9
2
9
の
運
営
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椅子プロジェ•タト。旧富士銀行では，市民から不要

となった椅子をゆず9)受け，市民とともにホー）1・を

つくった。これらは旧日木郵船倉庫でも活困されて

いる （写真提供： Ban!洪RT1929) 
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蒲
原
町
で
は
、
旧
五
十
嵐
歯
科
医
院
の
活
用
に
あ

た
り
、
歴
史
的
建
造
物
の
価
値
を
活
か
し
た
利
用
、
留

守
番
で
は
な
い
管
理
、
町
内
外
の
人
に
開
か
れ
た
遮

営
、
子
ど
も
た
ち
が
親
し
み
の
も
て
る
運
営
が
望
ま

し
い
と
し
、
同
時
に
開
館
時
間
の
限
定
、
飲
酒
の
禁

止
、
宗
教
あ
る
い
は
政
治
目
的
の
使
用
の
禁
止
な
ど
、

公
民
館
に
順
ず
る
利
用
の
取
り
決
め
を
設
定
し
ま
し

こ。
+
1
 こ
れ
に
対
し
、
考
え
る
会
は
、
住
民
に
よ
る
自
主

的
な
管
理
と
は
何
か
を
町
に
投
げ
か
け
ま
し
た
。
現

在
は
、
水
1
日
曜
日
の
九
＇
）
一
六
時
（
季
節
に
よ
り

変
更
あ
り
）
を
基
本
的
な
開
館
時
間
と
し
な
が
ら
も
、

自
主
管
理
で
夜
間
（
二
ニ
時
ま
で
）
と
休
館
日
の
貸

館
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
町
担
当
課
と
協
諾
定
す

れ
ぱ
、
宿
泊
、
飲
酒
も
可
能
で
す
。

建
物
の
案
内
や
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
等
に
か
か
る
経

費
は
年
間
三

0
0
万
円
ほ
ど
で
、
委
託
費
と
し
て
考

え
る
会
に
支
払
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
内
訳
は
、
人

件
費
を
主
と
す
る
直
接
経
費
と
、
そ
の
―

1
0
％
の
詰

委
託
契
約
の
方
針

平
成
一
四
年
に
は
「
五
十
嵐
邸
の
開
館
及
び
貸
館

に
関
す
る
基
本
方
針
に
つ
い
て
」
を
策
定
し
、
参
入

団
休
を
公
菓
し
ま
し
た
。
結
果
、
考
え
る
会
の
み
の

応
募
と
な
り
ま
し
た
が
、
前
記

N
P
o
審
議
会
に
よ

る
事
業
歪
画
の
審
査
を
経
て
、
同
年
一
一
月
か
ら
町

の
委
託
を
受
け
て
旧
五
十
嵐
歯
科
医
院
の
管
理
と
活

用
を
行
っ
て
い
ま
す
。

旧五十腐岱科医院外観 平成 12年9月に文化：ti保護法1-

峰づく登録有形文化財となった 写真撮影：小野吉彦

東
海
道
藩
原
宿
は
江
戸
か
ら
一
五
香
目
の
宿
駅
で

し
た
C

現
在
は
静
岡
県
蒲
原
町
に
な
る
こ
の
街
道
筋

で
は
、
江
戸
時
代
の
宿
場
の
面
影
を
伝
え
る
旧
本
陣

や
旧
旅
籠
、
な
ま
こ
壁
や
格
子
窓
に
特
徴
を
見
せ
る

伝
統
家
屋
、
大
正
か
ら
昭
和
初
勘
に
か
け
て
の
洋
風

建
築
等
が
歴
史
的
な
景
観
を
形
成
し
て
い
ま
す
。

旧
五
十
嵐
歯

科
医
院
は
、
大

正
三
年
ご
ろ
の

建
築
に
な
る
木

追
二
階
の
医
院

併
用
住
宅
で
、

数
度
の
改
築
を

経
て
、
昭
和
一

六
年
ま
で
に
現

在
の
洋
風
の
外

観
と
な
り
ま
し

こ。
,T 

五
十
嵐
歯
科
医
院
に
つ
い
て

考
え
る
会
の
活
動
は
、
旧
万
十
嵐
歯
科
医
院
の
価

値
を
た
く
さ
ん
の
入
に
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
、
会
員
が

無
理
の
な
い
活
動
を
展
開
し
て
い
く
こ
と
を
基
本
と

し
て
い
ま
す
。
地
道
な
公
益
活
動
に
加
え
、
条
例
に

基
づ
く
審
査
と
町
と
の
委
託
契
約
に
よ
り
、
現
在
で

は
多
く
の
町
民
が
考
え
る
会
の
応
援
団
的
存
在
で
あ

る
と
言
い
ま
す
。
ま
た
、
行
政
と
の
話
し
合
い
を
重

ね
る
中
で
、
旧
五
十
嵐
歯
科
医
院
の
管
理
・
活
用
の

方
針
も
具
体
的
に
見
え
て
き
ま
し
た
。

平
成
一
七
年
四
月
の
委
託
契
約
の
更
新
で
は
、
契

約
期
間
が
一
年
か
ら
＝
一
年
に
改
め
ら
れ
ま
し
た
。
平

成
一
八
年
二
月
に
静
岡
市
と
合
併
し
た
後
も
、
し
ば

今
後
の
管
理
、
活
用
に
同

＇ぐ

I
 I
 

て

第
一
＿
一
回
で
は
、
第
二
回
に
ひ
き
続
き
、
―
つ
の
文
化
財
建
造
物
の
管
理
活
用
方
法
を
見
い
だ
す
た
め
の

行
政
と
住
民
の
連
携
協
力
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
事
例
と
な
る
の
は
静
岡
県
麿
原
郡

蒲
原
町
に
所
在
す
る
登
録
有
形
文
化
財
（
建
造
物
）
旧
五
十
嵐
歯
科
医
院
で
す
。
本
稿
は
、
旧
五
十
嵐
邸

を
考
え
る
会
の
世
話
人
、
吉
田
純
子
さ
ん
，
，
吉
田
ふ
み
子
さ
ん
、
辻
祐
子
さ
ん
に
お
話
を
う
か
が
い
ま

と
め
ま
し
た
。

は
昭
和
―
一
六
年
に
廃
業
し
、
昭
和
四
万
年
ま
で
住
宅

と
し
て
使
わ
れ
、
そ
の
後
は
空
き
家
と
な
り
ま
し
た

足
文
化
財
的
価
値
が
高
い
こ
と
か
ら
保
存
の
必
要

が
認
識
さ
れ
、
平
成
一

0
年
に
町
が
土
地
を
賂
入
し
、

所
育
者
か
ら
建
物
の
寄
贈
を
受
げ
ま
し
た
。
公
有
化

に
先
記
け
、
町
は
平
成
八
年
度
に
「
旧
五
十
嵐
歯
科

医
院
保
全
活
用
構
想
策
宅
覇
査
」
を
実
施
し
、
住
民

に
よ
る
蒼
理
追
営
を
位
甑
づ
け
て
い
ま
す
。

五
十
嵐
邸
を
考
え
る
会

蒲
原
町
で
は
、
平
成
八
年
か
ら
三
年
に
わ
た
灼
＇
，
｀

ま
ち
づ
く
り
の
リ
｀
ー
ダ
ー
を
養
成
す
る
目
的
で
「
ま
ら

づ
く
り
講
座
」
を
突
旅
し
ま
し
た
。
三
年
目
に
は
、
約

一
年
を
か
け
て
旧
五
十
嵐
歯
科
医
院
の
活
用
を
と
り

あ
げ
て
い
ま
、
す
。
諮
座
終
i
j
後
、
こ
の
歴
史
的
延
造

物
に
継
続
し
て
関
わ
打
た
い
一
五
入
が
集
ま
り
、
平

成
―
一
年
―
―
―
月
に
[

L

ユ
十
嵐
邸
を
考
え
る
会
」
を
設

立
し
ま
し
た
（
以
下
、
考
え
る
会
）
。

考
え
る
会
は
、
「
自
分
た
ち
も
楽
し
い
一
を
活
動
の

モ
ッ
ト
i
と
し
、
土
曜
日
、
日
唱
日
に
旧
五
十
嵐
歯

経
費
を
基
本
と
し
ま
ず
が
、
事
業
収
益
分
は
差
し
引

か
れ
、
収
益
を
あ
げ
る
ほ
ど
委
託
費
が
減
灯
、
自
立

し
た
活
動
を
奨
励
す
る
形
が
と
ら
れ
て
い
ま
ナ
c

平
成
一
六
年
度
ま
で
は
、
町
が
光
熱
水
費
、
滑
掃

費
、
備
品
贅
等
を
直
接
支
出
し
て
い
ま
し
た
子
、
平

成
一
七
年
四
月
の
契
約
更
新
に
あ
た
り
、
こ
れ
ら
の

維
持
管
理
に
か
か
る
費
用
も
委
託
贅
に
加
え
、
よ
灯

効
率
的
な
管
理
が
斯
待
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

電
球
の
取
替
え
や
小
修
理
等
に
対
す
る
小
回
り
が

効
く
よ
う
に
な
っ
た
一
方
、
考
え
る
会
て
は
、
臆
設

管
理
に
時
間
を
と
ら
れ
す
ぎ
て
、
案
阿
業
務
や
イ
ベ

ン
ト
の
企
画
・
実
施
等
の
時
間
を
縮
小
す
る
の
は
本

末
転
倒
と
考
え
て
お
り
、
今
後
の
活
動
展
開
の
在
り

方
を
見
定
め
て
い
き
た
い
と
し
て
い
ま
す
。

N
P
〖
0

法
人
玉
川
ま
ち
づ
く
J
り
ハ
ウ
ス
，
｝

文
化
庁
文
化
財
部
参
事
官
（
建
造
物
担
当
）

し
ー
—

科
医
院
の
邸
内
ガ
イ
ド
を
行
う
ほ
か
，
建
物
の
雰
囲

気
に
ふ
さ
わ
し
い
コ
ン
サ
ー
；
卜
や
季
節
行
事
に
か
か
わ

る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。

一
方
、
町
は
、
耐
霞
補
張
を
中
心
と
す
る
修
理
工

事
を
平
成
一
―
一
年
八
月
か
ら
約
一
年
を
か
け
て
行
う

こ
と
を
決
め
ま
し
た
C

一
考
え
る
会
は
、
二
事
期
間
中

も
、
設
計
監
理
業
者
と
協
力
し
な
が
ら
工
事
見
学
会
、

子
ど
も
定
対
象
と
し
た
壁
土
こ
ね
大
会
な
ど
を
実
脆

し
て
い
ま
円
外
壁
塗
装
に
つ
＇
＂
て
は
、
痕
跡
か
ら

候
捐
と
さ
れ
た
六
色
を
樹
頸
に
並
べ
、
建
物
に
ふ
さ

わ
し
い
色
を
住
民
に
投
票
し
て
も
ら
う
ワ
ー
タ
シ
ョ
ソ

プ
を
胴
催
し
ま
し
た
。

「
こ
の
建
物
が
好
き
」
と
す
る
素
朴
な
動
楼
か
ら
始

ま
っ
た
考
え
ろ
会
の
活
動
で
し
た
が
、
そ
の
取
組
が

マ
ス
コ
ミ
等
で
紹
介
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
一
部
庄

民
の
間
に
、
あ
た
か
も
特
定
の
市
民
団
体
の
た
め
に

修
理
が
お
こ
な
わ
れ
、
多
額
の
経
費
が
つ
ぎ
こ
ま
れ

冗
よ
う
な
誤
解
が
生
じ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
誤
解
を
解
浩
し
、
建
物
の
普
罪
運
営

に
公
平
．
、
公
正
を
防
す
た
め
、
町
は
、
平
成
二
二
年

三
月
に

N
F
o
活
動
促
進
粂
例
を
制
定
し
、
住
民
の

社
会
貢
款
活
動
を
促
す
と
と
も
に
、
第
三
者
懐
関
と

し
て
蒲
原
町

N
P
o
審
議
会
を
設
置
し
ま
し
た
。

ら
く
は
従
来
ど
お
り
伯
五
十
嵐
歯
科
医
院
を
管
理
、

活
用
し
た
い
と
町
が
考
え
て
の
こ
と
で
す
。

考
え
る
会
で
は
、
将
来
、
指
定
管
理
者
制
度
等
に

よ
り
こ
の
文
化
財
建
造
物
の
管
理
者
が
改
め
て
公
募

さ
れ
る
時
に
は
、
行
政
に
よ
る
仕
様
誉
如
何
で
、
管

理
者
像
が
大
き
く
変
わ
る
こ
と
を
予
想
し
て
い
ま
す
。

施
設
の
物
理
的
管
理
に
偏
重
し
が
ち
な
昨
今
の
傾

向
に
対
し
、
ソ
フ
ト
の
取
組
も
重
視
し
た
考
え
方
を

示
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
町
内
外
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

広
げ
、
メ
デ
ィ
ア
等
の
協
力
を
仰
ぎ
な
が
ら
、
現
在

の
取
紺
を

P
R
し
、
合
併
後
の
行
政
の
理
解
を
得
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

夏休みに備催したげんきクラブ

（平成17年7~8月）

料理，裁縫等をとおして昔の知窓を学ん

だ。経った雑llJで，この建物の掃除に楽

しく参加した

写真提供：旧五十嵐邸を考える会

壁土こね大会

（平成13年4月）

壁土をこねて，塗る作業に子とも

も夢中となった

写裏提供：旧五十哀邸を考える会 自
主
活
動
か
ら
委
託
契
約
へ

‘‘}9” ,.、^
ぇ..,,

＾ぶ汐
，｝さ多し’

ぉヽふ

ベ~ふ、

ー'~’'「
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図2 京町家情報センター•(])働き

[― 京
田
家
は
、
平
安
京
の
町
割
り
を
下
敷
き
に
、
平

安
時
代
中
期
か
ら
中
祉
、
近
世
を
経
て
発
展
し
た
伝

統
的
な
都
市
型
木
造
住
宅
で
、
昭
和
初
期
ご
ろ
ま
で

建
設
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
、
京
都
市
部
心
部
に
は
約

二
万
八
0
0
0
軒
の
京
町
象
が
残
る
と
さ
れ
ま
す
。
し

か
し
、
市
民
育
志
が
一
九
九
五
ー
九
六
年
度
に
実
加

し
た
訳
査
と
、
京
部
市
が
二

0
0
1
―
―
年
度
に
実
施
し

た
追
跡
胴
査
の
結
果
は
、
中
京
区
お
よ
び
下
京
区
の

一
部
だ
け
で
七
年
間
に
九
二
七
叫
の
京
囮
家
が
除
去

さ
れ
た
こ
と
を
示
し
ま
す
。
取
壊
さ
れ
た
京
町
家
の

多
く
は
戸
建
住
宅
、
マ
シ
シ
ョ
ン
、
院
車
場
に
な
り

ま
し
た
。

京
町
家
の
喪
失
は
、
屈
史
の
重
層
が
築
い
て
き
だ

地
域
文
化
の
喪
失
、
ひ
い
て
は
地
域
社
全
の
結
び
つ

空
家
と
な
っ
た
京
町
家
を
使
う
た
め
に
は
、
修
理

や
改
修
が
必
要
で
す
二
邑
町
家
が
伝
え
る
暮
ら
し
や

の
生
活
様
式
や
感
性
に
対
応
す
る
文
め
、
再
生
研
究

会
は
、
町
家
再
生
の
実
践
事
例
を
羹
ね
る
中
で
そ
の

活
動
を
分
化
し
、
改
修
工
事
を
実
践
す
る
職
能
団
体

で
あ
る
作
事
組
と
、
京
町
家
を
愛
す
る
入
々
の
競
陸

、
一
ど
は
か
る
友
の
会
を
設
立
し
ま
し
た
。
ま
た
、
不
動

産
流
通
の
問
題
に
直
面
す
る
中
で
は
、
不
動
産
情
報

企
圃
委
員
会
を
立
ち
上
げ
て
研
究
を
行
い
、
こ
の
委

京
町
家
再
生
の
動
き

； ～ 

活
動
の
成
果
と
新
た
な
課
題

達
載
第
一
＼
三
回
で
は
、
単
体
の
文
化
尉
建
造
物
の
保
存
や
活
用
に
か
か
わ
る
市
民
団
体
を
対
象
に

文
化
財
を
め
ぐ
る
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
つ
い
て
考
察
し
ま
し
た
。
第
四
回
で
は
京
都
市
都
心
部
に
残
る

町
家
の
保
存
と
再
生
に
取
り
組
む
市
民
活
動
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
タ
を
取
り
上
げ
ま
す
。
個
々
の
町
家
再
生
活

動
は
建
築
を
対
象
と
す
る
も
の
で
す
。
し
か
し
、
人
々
が
真
に
再
生
を
目
指
し
て
い
る
の
は
、
京
町
家
に

現
れ
る
心
の
つ
な
か
り
が
あ
る
築
住
形
態
や
、
物
づ
く
り
を
楽
し
む
気
持
ち
な
ど
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ

ま
す
。
＂
共
に
ま
も
る
べ
き
も
の
は
何
か

□何
の
た
め
に
ま
も
る
の
か
グ
と
い
う
本
質
的
な
問
い
か
け
も
、

パ

ッ

プ

を

構

築

す

る

大

切

な

鐙

の

よ

う

で

す

。

き
の
喪
失
へ
と
つ
な
が
る
も
の
で
，
冗
京
町
家
の
言

生
を
通
じ
て
物
と
心
の
両
面
か
ら
祁
市
の
再
生
を
図

ろ
う
と
、
京
都
市
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
市
民
活
動
団
体

が
発
足
し
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
の
―
つ
が
「
京
町
家

ネ
ッ
ト
」
で
す
。

京
町
家
ネ
ッ
ト
は
京
町
家
再
生
研
究
会
(
-
九

九
二
年
発
尺
、
二

0
0
二
年
に
ゞ

Pち
0
法
人
格
取
得
）
｀
＇

京
町
家
作
事
組
（
九
九
年
苑
足
）
、
京
町
家
友
の
芸

（
九
九
年
発
足
）
、
京
町
家
惰
報
セ
ン
タ
ー
（
二

0

0

二
年
発
足
）
の
四
団
体
か
ら
な
り
ま
す
（
図
l

)

。
主

と
し
て
建
築
や
都
市
計
面
関
保
者
で
構
成
さ
れ
る
再

生
研
究
会
は
、
翫
査
，
研
究
、
町
家
再
生
の
＾
正
固
や

設
計
の
他
、
情
報
発
信
な
ど
を
行
い
、
連
携
に
よ
る

活
勁
の
要
を
果
た
し
て
い
ま
す
c

作
事
紐
は
殷
計
者

員
会
を
中
心
に
不
動
産
流
通
情
報
の
収
集
・
提
供
を

行
う
情
報
セ
ン
タ
ー
を
祖
織
し
ま
し
た
（
図
2

)

。

「
町
家
再
生
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
」
と
い
、
~
、
総
合
的

な
テ
ー
マ
を
扱
う
再
生
研
究
会
は
、
課
題
の
研
究
を

通
し
て
そ
こ
に
必
要
な
職
能
を
顕
在
化
し
、
専
門
領

域
ご
と
に
組
織
を
分
化
し
、
ネ
ソ
JI
E

ー
ク
を
発
展

さ
せ
て
き
ぎ
し
た
。
同
業
者
で
閉
じ
た
サ
、
ー
ク
ル
を
つ

く
る
の
で
は
な
く
、
輿
味
の
あ
る
人
、
取
り
組
む
意

欲
の
あ
る
人
ま
て
含
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
四
団
体
が

会
員
の
霊
な
り
を
も
ち
、
ネ
ッ
ト
E

ー
ク
の
持
続
に
結

び
つ
い
て
い
る
よ
う
で
す
。

京
都
市
都
心
部
で
は
京
町
家
ネ
ソ
ト
の
他
に
、
町

家
倶
楽
部
ネ
ソ
ト
ワ
ー
ク
、
古
村
バ
ン
ク
の
会
、
関

西
木
造
住
文
化
研
究
会
な
ど
、
町
家
の
再
生
に
取
り

組
む
市
民
団
体
が
複
数
見
ら
れ
ま
す
。
こ
う
し
た
団

体
活
動
の
多
く
は
一
九
八

0
年
代
後
半
に
活
動
の
弟

口
を
ひ
ら
き
九

0
年
代
に
成
熟
を
見
せ
て
い
ま
す
。

こ
の
趨
勢
を
受
け
て
、
京
都
市
で
は
一
九
九
七
年
に

財
団
法
人
京
都
市
・
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
を
設
立

し
、
そ
の
活
動
の
一
っ
と
し
て
九
八
年
に
は
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
約
六
0

0
人
の
協
力
を
得
て
京
町
家
の
悉
皆

闘
査
を
行
い
ま
し
た
。
二

0
0
0
年
に
は
ニ
―
項
目

か
ら
成
る
行
動
計
画
「
京
町
家
再
生
プ
ラ
ン
」
を
策

定
し
て
い
ま
す
。
独
自
の
ポ
リ
シ
ー
を
も
っ
て
先
駆
的

な
活
動
を
展
開
し
て
き
た
市
民
団
体
と
公
共
団
体
と

が
ど
の
よ
う
に
息
を
合
わ
せ
ら
れ
る
か
は
模
索
の
途
に

S

ー

ク

京
町
家
ネ
ッ
ト

N
戸

Cl
法
人
玉
川
ま
ち
づ
く
り
ハ
ウ
ス
＋

文
化
庁
文
化
財
部
参
事
言
（
建
造
物
担
当
）

1

,

1

,

1

,

'

1

|

]

 

や
施
T
'
一
者
（
技
能
者
）
か
ら
情
報
セ
ン
タ
ー
は
地

域
の
不
動
産
業
者
か
ら
楷
成
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
職
能

を
活
か
し
た
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
友
の
会
は

京
町
家
の
持
ら
主
、
住
み
手
お
よ
ひ
、
愛
好
者
が
つ

く
る
団
体
で
、
前
述
三
団
体
の
活
動
を
緩
や
か
に
支

援
し
て
い
ま
す
。

職
能
を
活
か
し
だ
市
民
活
動
は
職
住
が
一
体
と

な
っ
て
発
展
し
て
き
た
京
都
の
歴
史
的
特
質
定
汀
き

継
い
で
い
る
と
も
言
え
る
で
し
ょ
う
。

あ
1
1
ま
す
が
、
町
家
再
生
を
施
策
に
取
込
ん
だ
こ
と

に
よ
り
、
市
民
団
体
に
よ
る
町
家
再
生
の
活
動
が
広

，
よ
認
知
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
追
い
風
が
吹
き
は
じ
め
る
中
で
は
、
単
な

る
営
利
目
的
て
町
家
を
商
業
施
殷
に
転
用
す
る
躙
例

も
目
立
ち
は
じ
め
、
京
町
家
ネ
ッ
ト
は
こ
の
町
家
ブ

ー
ム
を
自
分
た
ち
が
目
揺
す
ま
ち
の
姿
を
見
つ
め
直

す
械
会
と
捉
ミ
て
い
ま
す
。
二

0

0
五
平
六
月
に
は
、

京
都
景
観
＇
ま
ち
づ
く
り
七
＇
，
ャ
ー
の
支
援
に
よ
り
、

「
全
国
町
家
可
生
交
流
会
」
を
開
催
し
、
町
家
の
保

全
°
再
生
の
理
念
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
交
換
し
合
う
場
を

設
け
ま
し
た
。

多
様
な
技
術
を
取
り
込
む
仕
組

人
と
の
か
か
わ
り
、
社
会
と
の
か
か
わ
り
を
重
視

す
る
中
で
、
文
化
財
建
造
物
の
保
存
の
課
題
は
常
に

動
的
で
す
。
遥
携
協
力
の
構
図
も
一
定
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
の
中
で
、
京
町
家
ネ
ッ
ー
が
見
せ
る
新
た

な
技
術
の
顕
在
化
と
緩
や
か
な
専
門
分
化
に
よ
る
ネ

ソ
ト
ワ
ー
ク
梢
築
の
仕
組
は
、
文
化
財
を
め
ぐ
る
パ

ー
ト
ナ
i
シ
ソ
プ
を
考
え
る
上
で
、
一
つ
の
可
能
性

を
示
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

＊
本
稿
は
、
京
町
家
再
生
研
究
会
、
京
町
家
情
報
セ
ン

タ
ー
、
京
都
市
景
観
・
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
、
京

都
市
等
の
関
係
者
に
対
し
て
行
っ
た
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

を
も
と
に
、
京
町
家
ネ
ッ
ト
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
お
よ
び

玉
J
刊
ま
ち
づ
く
り
③
』
（
学
芸
出
版
社
、
二
〇
〇
四

年
七
月
）
で
情
報
を
補
足
し
て
作
成
し
た
も
の
で
す
。
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図1 京町家ネット http://www.kyomachiya.net 
’̀ 
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i 町家のことを良く分かって［I
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た
き
ど
う
ん
は
主
に
次
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

＊
文
化
遺
産
継
承
の
た
め
の
活
動
（
祭
事
に
つ
い
て

の
学
習
会
の
開
催
、
昔
話
や
古
謡
な
ど
の
口
承
遺

産
の
記
録
、
伝
統
的
な
技
術
・
技
能
の
体
験
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
企
画
・
実
施
等
）
〈
写
莫

1
:
2〉

＊
文
化
遺
産
の
持
続
的
保
存
を
可
能
に
す
る
地
域
社

会
を
つ
く
る
た
め
の
活
動
（
ツ
ア
ー
．
の
企
面
，
実

施
、
ガ
イ
ド
の
養
成
・
派
遣
、
遺
産
の
清
掃
、
地

た
き
ど
う
ん
の
活
動

N
P
O
法
人
た
き
ど
う

，
＂
、
お
も
て
じ
ま
は
て
る
ま
じ
ま

沖
縄
県
竹
富
町
は
西
表
島
、
波
照
間
島
、
小
浜
島

な
ど
大
小
一
六
の
島
か
ら
成
る
人
口
約
四
一

0
0
人

の
町
で
す
。
そ
の
一
っ
、
竹
富
島
に
は
約
―
―
―
五

0
人

が
居
住
し
ま
す
。
崩
中
心
部
の
集
落
を
樹
林
地
、
農

地
、
保
安
林
、
硝
浜
、
礁
瑚
、
礁
縁
が
同
心
円
状
に

囲
み
、
島
全
体
が
西
表
国
立
公
園
に
含
ま
れ
ま
す
C

沖
縄
独
特
の
赤
瓦
屋
根
や
珊
瑚
の
石
垣
な
ど
が
南

国
風
の
景
観
を
見
せ
る
集
落
全
域
約
三
八
h
a
は
、
文

化
財
保
護
法
に
基
づ
き
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存

地
区
に
選
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
五
穀
畿
穣
を
祈
願
す

た

な

ど

、

？

い

る
伝
統
的
神
事
＇
植
子
取
祭
は
、
同
怯
に
よ
る
重
要
無

み

ん

さ

｀
9

形
民
俗
文
化
財
で
す
。
島
で
織
ら
れ
る
八
重
山
木
綿
布

し
ょ
う
ふ

や
八
重
山
上
布
は
、
経
済
産
業
大
臣
指
定
の
伝
統
的

工
芸
品
と
な
っ
て
い
ま
す
。

豊
か
な
自
然
遣
産
、
多
種
多
様
な
有
形
・
熊
形
の

文
化
遣
産
を
有
す
る
竹
富
局
は
、
八
謳
山
諸
島
の
観

光
の
中
心
を
成
し
て
い
ま
す
。
ド

F
o
法
入
た
き
ど

し
か
し
、
年
間
三
一
も
の
祭
事
を
執
り
行
う
公
民

館
で
は
、
な
か
な
か
機
敏
に
対
応
で
き
ま
せ
ん
。
そ
こ

で
、
観
光
の
企
り
万
を
見
直
し
、
島
の
未
来
を
考
え

る
た
め
の
別
組
織
が
必
要
と
の
認
識
が
生
ま
れ
、
た

き
ど
う
ん
設
立
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

同
じ
こ
ろ
、
竹
害
島
で
は
文
化
庁
、
環
境
雀
、
沖

縄
県
、
竹
宣
町
が
そ
れ
ぞ
れ
に
公
共
旅
設
整
備
事
業

を
進
め
て
い
ま
し
た
。
ど
の
事
業
も
島
の
遺
産
管
理

に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
す
が
、
施
設
は

適
切
な
指
針
と
連
営
を
も
っ
て
、
は
じ
め
て
目
的
を

達
成
す
る
も
の
で
す
。
ま
た
、
い
ず
れ
の
旅
設
も
島
の

観
光
と
深
く
関
係
す
る
た
め
、
施
設
間
の
つ
な
が
り

を
強
め
る
こ
と
が
運
営
効
果
の
向
上
を
も
た
ら
し
ま

す
。
し
か
し
、
公
民
館
組
微
だ
け
で
は
全
施
設
の
管

理
を
一
手
に
負
う
だ
け
の
力
を
有
し
て
い
な
か
っ
た

た
め
，
公
民
館
と
退
携
し
て
事
葉
運
営
を
行
え
る
団

体
が
必
要
と
さ
れ
ま
し
た
。
た
き
ど
う
ん
の
設
立
は
、

こ
の
時
勢
に
か
な
っ
た
も
の
で
も
あ
り
ま
し
た
。

2 二＝ーア吋' ユム

写真2 祭りを開催する前にタナドウイ（種子取祭）

教室を開催し，観光客や島に移住してきた若者なと

を対象とした勉強会を開催。祭の歴史や意味，日程

等を学ぶほか，世乞い唄の鰈習などを行う

た
き
ど
う
，
P

r
l
J
設
立
の
背
景

文
化
財
を
め
ぐ
る
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
形
成
す
る
動
き
は
、
全
国
各
地
で
活
発
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
北
海
道
礼
幌
市
、
神
奈
川
県
横
浜
市
、
静
岡
暴
蒲
原
町
、
京
都
府
京
都
市
で
の
稟
例
を
沼
介
し

ま
し
た
が
、
第
五
回
で
は
，
・
日
本
最
南
端
の
町
、
沖
縄
県
竹
富
町
に
見
ら
れ
る
取
組
を
紹
介
し
ま
す
。

本
稿
は
、
N
P
O
法
人
た
き
と
ぅ
ん
の
理
事
長
・
上
勢
頭
保
さ
ん
、
副
理
事
長
・
飼
佐
伊
孫
良
さ
ん
、

主
任
研
究
員
：
上
勢
頭
芳
徳
さ
ん
に
お
話
し
を
う
か
が
い
、
ま
と
め
ま
し
た
。

ぅ
ん
は
、
島
民
―
二
名
、
島
外
大
学
研
究
者
二
名
が

島
の
追
産
を
研
究
し
、
適
切
に
保
全
、
管
理
し
な
が

ら
島
の
持
読
的
な
発
畏
に
結
び
つ
け
よ
う
と
、
二

0

（
）
―
一
年
に
設
立
さ
九
ま
し
た
。
団
体
名
称
は
一
竹
富

島
」
の
古
い
呼
称
に
ち
な
み
ま
す
。

沖
縄
地
方
に
は
「
公
民
館
」
と
呼
は
れ
る
地
縁
目

治
組
織
が
あ
灯
、
竹
富
島
で
も
竹
富
公
民
館
が
強
く

様
能
し
て
い
ま
す
。
島
の
荼
事
を
行
う
こ
と
な
ど
、
地

域
社
会
の
宮
み
を
適
切
に
維
持
す
る
の
が

0
民
館
の

役
割
で
す
。
之
き
ど
う
，
ん
は
、
：
ま
ち
づ
く
り
に
か
か
わ

る
大
き
な
意
思
決
定
を
公
民
館
に
委
ね
な
が
ら
、
文

化
遺
産
の
研
究
や
管
理
忍
進
め
、
逆
産
の
も
た
ら
す

利
益
を
島
へ
還
元
す
る
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
J
冒
公
的
組
織
で
は
行
い
づ
ら
い
事
業
の
企
画
・
実

施
や
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
担
っ
て
い
ま
す
。

竹
富
島
へ
の
説
光
者
数
は
増
加
の
飼
向
を
た
ど
り
、

た
き
と
う
人
が
設
立
さ
れ
た
年
に
は
三

0
万
人
に
途

域
の
清
掃
筈
）

＊
島
の
学
生
産
を
活
か
し
た
「
た
き
ど
う
ん
ク
ソ
ズ
(

T

シ
ャ
ツ
、
置
物
、
茶
、

C
D
、
書
籟
等
）
」
の
製
作

及
び
販
売
。

現
在
、
た
き
ど
う
人
は
、
西
表
島
国
立
公
園
ピ
ジ

タ
ー
セ
ン
タ
ー1

・
ゆ
が
ふ
館
（
環
境
省
施
設
）
や
、
竹

富
港
船
客
待
合
所
・
て
ぇ
ど
う
ん
か
り
ゆ
し
館
（
県

施
設
）
の
管
理
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の

委
託
業
務
と
前
記
の
活
動
と
を
戦
略
的
に
あ
わ
せ
な

が
ら
、
島
の
観
光
シ
ス
テ
ム
の
改
善
を
図
っ
て
い
ま

す。
．
た
き
ど
う
ん
の
活
動
は
．．
 

設
立
者
に
よ
る
出
資
か

ら
始
ま
り
ま
し
た
。
最
近
で
は
、
委
託
費
、
助
成
釜
、

寄
付
金
、
全
国
竹
冨
島
文
化
協
会
か
ら
の
貸
付
金
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
財
源
を
も
ち
は
じ
め
て
い
ま
す
。
島

外
の
学
識
経
験
者
や
芸
術
家
な
ど
の
協
力
も
活
動
を

促
進
す
る
上
で
不
可
欠
で
す
。

ぅ
ん

う
つ
ぐ
み
の
心

N
P
O
法
人
玉
川
ま
ち
づ
く
り
ハ
ウ
ヌ
十

文
化
庁
文
化
財
部
参
事
官
（
建
造
物
担
当
）

し
つ
つ
あ
り
ま
し
た
。
二

0
0
四
年
に
は
三
五
万
入

を
鴎
菱
え
て
い
ま
す
。

観
光
客
の
多
く
は
、
島
外
資
本
の
観
光
事
業
者
に

よ
る
パ
ソ
ケ
．
，
i
ジ
ツ
ア
ー
で
訪
れ
、
い
わ
ゆ
る
覧
け
足

観
光
を
行
っ
て
い
ま
す
。
外
部
謬
業
者
の
誘
致
は
島

住
民
の
努
力
の
拮
果
て
、
あ
る
一
方
、
観
光
に
吋
す
る

烏
の
方
針
、
体
制
、
施
設
の
充
実
が
図
ら
礼
て
こ
な

か
っ
た
た
め
、
い
つ
の
ま
に
か
島
内
観
光

m
在
り
方

は
芍
業
者
に
依
存
す
る
形
と
な
り
ま
し
た
。

日
帰
り
や
二
時
間
ツ
ア
i
で
一
度
に
大
晨
に
訪
九

る
観
光
客
に
、
島
の
本
当
の
良
さ
が
伝
わ
ら
な
い
げ

か
り
か
、
こ
の
ま
ま
で
は
人
々
も
遺
産
も
消
耗
し
さ

っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
一
部
住
民
の
間

で
そ
ん
な
不
安
が
強
ま
り
ま
し
た
。

将
来
は
、
試
験
的
に
行
っ
て
い
る
ツ
ア
ー
」

を
観
光
商
品
と
し
て
阪
売
す
る
な
ど
、
エ
ー
ジ
ェ
ン

ト
快
能
を
も
つ
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
竹
富

島
憲
章
二
九
八
六
年
採
択
。
売
ら
な
い
、
こ
わ
さ

な
い
＼
汚
さ
な
い
、
乱
さ
な
い
、
生
か
す
）
を
来
島
者

に
伝
え
る
啓
発
活
動
に
も
限
り
組
む
予
定
で
す
。

沖
縄
の
各
所
で
今
な
お
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
竹
富

島
で
も
祭
を
共
同
で
執
り
行
う
こ
と
が
コ
ミ
ュ
ー
一
テ

ィ
の
根
源
を
成
し
て
い
ま
す
。
た
き
ど
う
ん
は
‘
島
が

自
立
で
き
る
人
口
の
回
復
を
中
長
期
的
な
活
動
目
標

と
し
て
お
り
、
種
子
取
祭
を
島
住
民
だ
け
て
開
催
で

き
る
五

0
0
・
八
を
目
安
に
置
い
て
い
ま
す
。

竹
富
島
に
は
一
二
つ
の
集
落
が
あ
り
ま
す
。
集
落
間

の
競
争
意
誂
と
と
も
に
、
た
果
落
内
に
も
保
守
的
な
考

え
と
革
新
的
な
考
え
と
が
混
在
し
、
適
度
な
緊
張
関

係
の
中
で
切
磋
琢
磨
し
な
が
ら
共
同
体
が
維
持
さ
れ

て
き
ま
し
た
。
こ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
み
ん
な
で
決

め
み
ん
な
で
協
力
し
よ
う
と
す
る
「
う
つ
く
み
」
の

心
が
、
島
の
基
本
格
神
と
な
っ
て
い
ま
す
。

島
の
精
神
と
硯
伐
的
な
組
織
体
制
を
あ
わ
せ
も
っ

た
き
ど
う
ん
は
、
公
民
館
や
住
民
と
協
力
し
な
が
ら
、

ま
た
、
島
外
か
ら
の
支
援
や
協
力
を
適
切
な
形
で
地

域
に
導
入
し
な
が
ら
、
「
う
つ
ぐ
み
」
の
心
を
実
践
し

て
い
ま
す
。
現
在
は
、
正
規
職
員
五
名
、
ア
ル
バ
イ

卜
六
名
を
雇
用
し
、
島
へ
の
奉
仕
の
精
神
を
も
っ
て
、

活
動
の
展
開
を
図
っ
て
い
ま
す
。

写巽・1 t、 9マンガタイ（口飛で伝えられてきた竹富

島の昔話）を保存・継承するため，地域iJ)お年寄91

から子どもたちが話を聞き，絵本を作成する会を開
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写真2 隔校となった小学校の体育館に椴出された家財

露
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
に
選
定
さ
れ
て

い
る
島
根
県
大
田
市
の
大
森
銀
山
地
区
は
、
江
戸
幕

府
直
轄
地
で
あ
っ
た
石
見
銀
山
領
四
万
八

0
0
0
石

の
叩
心
を
な
し
た
旧
大
森
町
と
、
鉱

LLI
町
で
あ
っ
た

旧
銀
山
町
を
含
み
ま
す
。
銀
山
旧
沿
い
の
谷
間
に
発

展
し
た
全
長
二
，
八
畑
ほ
ど
の
町
並
み
で
す
c

代
宮
所
近
く
、
地
区
の
入
口
付
近
に
位
置
す
る
熊

谷
家
住
宅
は
、
大
森
銀
山
地
区
に
お
い
て
規
模
，
質

と
も
に
優
れ
た
高
家
建
築
で
す
。
江
戸
時
代
後
期
か

ら
末
期
に
お
け
る
石
見
銀
山
領
有
力
商
人
の
身
分
や

笠
活
の
様
子
を
良
く
示
す
貴
重
な
遺
構
と
さ
れ
ま
す
。

一
九
九
八
年
五
月
に
主
屋
、
北
遍
具
蔵
、
式
装
蔵

な
ど
六
椋
の
建
築
と
，
敷
地
が
重
要
文
化
則
に
指
定

さ
れ
、
二

0
0二
年
一
月
に
は
建
造
物
、
土
地
と
も

ま
す
。
四
年
に
及
ぶ
保
存
修
理
閉
間
に
、
「
家
の
女

達
」
は
家
財
を
搬
出
し
、
清
掃
、
台
帳
作
成
、
整
理
、

調
査
な
ど
を
行
い
ま
し
た
（
写
稟
2
)
c

二
0

0
四
年

度
か
ら
は
家
肘
の
修
繕
作
業
や
展
示
計
面
の
作
成
に

も
着
手
し
て
い
ま
す
（
写
真
3

)

。
一
連
の
家
財
園
杏

を
通
じ
、
玉
か
の
女
達
9

は
、
家
を
保
っ
た
め
の
仕
事
、

熊
谷
家
住
宅

熊
谷
家
住
宅
で
は
、
と
の
建
物
も
経
年
に
よ
る
劣

化
が
顕
著
に
な
っ
た
た
め
、
二

0

0
一
年
一
一
月
か

ら
0
}立
年
―
―
一
月
に
か
げ
て
、
麗
要
文
化
附
（
建
造

物
）
保
存
修
理
事
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

町
家
形
式
の
主
屋
は
一
八

0

0
年
（
寛
政
―
二
）

の
大
火
後
の
再
建
で
す
。
そ
の
後
、
蔵
な
ど
を
順
次

壇
築
し
、
一
八
七
二
年
（
明
治
互
）
ま
で
に
現
在
の

屋
敷
栂
え
と
な
り
ま
し
た
c

こ
の
こ
と
か
ら
、
保
存
修

理
事
業
は
、
江
戸
末
期
力
ら
明
治
初
年
の
姿
に
復
原

す
る
方
針
で
行
わ
れ
ま
し
だ
。

併
せ
て
、
伝
綻
的
建
造
物
群
保
存
地
区
保
存
事
喉
、

撃
要
文
化
財
（
建
造
物
）
防
災
施
設
事
薬
が
冥
施
さ

れ
、
敷
地
景
観
の
修
景
と
、
防
災
設
備
の
設
筐
が
図

家
に
ま
つ
わ
る
季
節
の
仕
事
な
ど
を
着
実
に
習
得
し
、

家
財
を
再
生
す
る
技
術
を
高
め
て
き
ま
し
た
。

熊
谷
家
住
宅
の
活
用
に
お
い
て
は
、
保
存
活
用
検

討
委
員
会
の
報
告
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
な
方
針
が

立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

＠
古
民
参
加
を
促
迎
す
る
体
制
づ
く
り

R
地
道
に
活
動
し
、
継
続
性
を
重
視
し
た
活
朋

＠
商
業
的
に
な
り
す
ぎ
な
い
取
組

R
暮
ら
し
と
社
会
を
伝
え
る
「
熊
谷
家
学
」
を
子
ど

も
た
ち
に
継
承

R
「
熊
谷
家
学
」
の
学
佼
教
育
へ
の
取
り
入
れ

＠
温
か
い
お
も
て
な
し
（
大
田
市
の
迎
賓
館
）

ま
た
、
活
用
の
体
制
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
な

計
画
を
有
し
て
い
ま
す
。

⑳
市
民
か
ら
活
用
の
人
材
を
募
り
、
経
営
チ
ー
ム
、
催

し
物
チ
ー
ム
、
敦
育
チ
ー
ム
な
ど
を
編
成
し
て
、
イ

ベ
ン
ト
等
の
企
画
・
運
営
’
乞
行
う
。

0

各
チ
ー
ム
と
「
家
の
女
達
」
が
連
携
を
と
り
な
が

ら
活
動
の
企
画
＇
運
営
を
行
つ
。

雹
学
識
経
験
者
や
住
民
代
表
者
、
行
政
職
員
等
か
ら

構
成
さ
れ
る
運
営
委
員
会
議
を
置
き
、
こ
の
会
艤

が
全
体
の
統
括
を
行
う
。

全
体
を
見
渡
す
連
営
委
員
会
、
活
用
に
常
時
携
わ

る
「
家
の
女
達
」
を
置
き
な
が
ら
、
市
民
か
ら
の
多

様
な
提
案
を
熊
谷
家
で
具
現
化
し
よ
う
と
す
る
体
制

は
、
公
益
性
の
高
い
活
用
の
在
り
方
を
も
た
ら
す
一

熊
谷
家
の
活
用
方
針

熊
谷
家
住
宅
の
修
理

に
大
田
市
に
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

連
戦
「
文
化
財
を
め
ぐ
る
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
」
も
最
終
回
を
迎
え
ま
し
た
。
今
回
は
、
島
根
県
大
田

市
に
所
在
す
る
重
要
文
化
財
（
建
造
物
）
熊
谷
家
住
宅
の
活
用
を
め
ぐ
る
動
き
を
紹
介
し
ま
す
。

文
化
財
建
造
物
は
そ
れ
ぞ
れ
に
固
有
で
あ
り
、
管
理
や
活
用
の
方
法
を
個
別
に
見
い
だ
す
必
要
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
活
用
の
展
開
に
あ
た
っ
て
は
、
そ
の
土
地
で
見
込
め
る
事
業
採
算
性
、

1
ベ
ン
ト
に
応
じ

た
チ
ー
ム
編
成
の
在
り
方
な
ど
｀
施
設
の
運
営
や
事
業
の
企
画
立
案
に
か
か
わ
る
ノ
ウ
ハ
ウ
も
不
可
欠
で

す
。
そ
の
地
域
、
そ
の
建
物
に
合
っ
た
活
用
方
法
を
見
つ
け
る
う
え
で
、
バ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
構
築
は

今
後
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
く
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

は
広
い
視
野
を
も
っ
て

N
P
O
法
人
玉
川
ま
ち
づ
く
り
ハ
ウ
ス
＋

文
化
庁
文
化
財
部
参
事
官
（
建
造
物
担
当
）

ら
れ
て
い
ま
す
。
熊
谷
家
住
宅
は
、
二

0

0
六
年
四

月
よ
り
公
開
す
る
予
定
で
す
。

大
田
市
で
は
，
熊
谷
家
の
一
連
の
整
備
に
先
駆
け

て
、
保
存
活
用
検
酎
委
員
会
を
設
置
し
ま
し
た
。
こ

こ
で
は
、
保
存
や
沿
阻
の
方
針
の
み
な
ら
ず
、
体
制

に
つ
い
て
も
重
点
的
な
検
討
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

熊
谷
家
の
活
用
に
あ
た
っ
て
は
、
日
常
管
痙
や
見

学
者
へ
の
対
応
、
常
設
展
示
な
ど
の
基
礎
的
な
事
項

を
担
え
る
入
村
の
育
成
が
何
よ
り
も
大
切
で
あ
る
。
そ

の
よ
う
に
主
張
す
る
学
識
経
験
者
の
勧
め
に
従
い
り
大

田
市
で
は
「
家
の
女
達
」
と
呼
よ
礼
る
女
性
七
人
の

闘
査
チ
ー
＇
ム
を
公
募
に
よ
り
創
設
し
ま
し
た
。

熊
谷
家
住
宅
が
育
に
寄
賄
さ
れ
る
に
あ
た
っ
て
は
、
・

三
0
0
0
点
を
超
す
家
甜
も
併
せ
て
寄
付
さ
れ
て
い

つ
の
モ
デ
ル
と
し
て
期
待
で
き
る
で
し
ょ
う
。

ニO
)

{

u

五
年
―
二
月
、
大
田
市
で
は
、
最
初
の
小

さ
な
試
み
と
し
て
、
市
立
大
牒
小
学
校
児
菫
の
体
験

学
習
を
熊
谷
家
で
実
施
し
ま
し
た
（
写
真
1

)

0

}

―
-
0
0
六
年
一
月
，
，
大
森
銀
山
地
区
を
含
む
石
見

銀
山
の
一
連
の
遺
溝
を
世
界
造
産
に
す
る
た
め
、
「
百

昆
銀
山
遺
跡
と
そ
の
文
化
的
景
観
」
の
登
録
申
隋
書

が
日
本
国
政
府
か
ら
ユ
ネ
ス
コ
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

大
田
市
で
は
こ
れ
ま
で
、
地
元
の
企
業
や
甫
民
団

体
が
そ
れ
ぞ
れ
の
幌
点
か
ら
地
域
貢
献
を
行
い
、
そ

れ
ら
が
緩
や
か
に
結
び
つ
い
て
町
の
発
展
を
支
え
て

さ
ま
し
た
。
し
か
し
、
世
界
進
産
リ
ス
ト
ヘ
の
登
録

が
具
体
性
を
惜
び
る
中
で
、
観
光
開
発
の
在
り
方
な

ど
、
今
後
の
町
の
発
展
の
方
向
性
に
関
し
、
お
の
お

の
の
立
場
で
考
え
て
き
た
こ
と
を
ま
と
め
て
い
く
必
要

が
出
て
き
た
と
い
い
ま
す
。

島
根
県
お
よ
び
大
田
市
で
は
、
世
界
逃
産
登
録
に

絡
む
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
官
民
合
同
で
醇
決
し
よ
う

と
、
二

0

0
五
年
六
月
、
石
見
銀
山
協
働
会
識
を
設

け
ま
し
た
。
「
家
の
女
達
」
も
、
こ
の
会
議
の
メ
ン
ハ

ー
で
す
。
熊
谷
家
住
宅
の
活
用
は
、
文
化
財
保
設
の

範
疇
を
超
え
、
町
全
体
の
発
展
の
中
で
捉
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
小
さ
な
活
動
を
継
続
さ
せ
る
た
め
に
は
、
広

い
視
野
が
必
要
。
そ
ん
な
「
熊
谷
家
学
」
が
活
用
を

通
じ
て
現
れ
て
く
る
こ
と
を
期
痔
し
た
い
と
思
い
ま

」

。r, 

家
の
女
達

写真1 2005年12月の体験学習では，

かまどによる炊き出し，井戸水と洗濯

板での洗濯などに子どもたちが挑戦

35 、ヽ：文化庁月報 20063 2006,3 文化庁月報 4
 

9
3
 


	文化庁月報 （第440～450号）文化財をめぐるパートナーシップ
	［440号：第1回］NPO法人旧小熊邸倶楽部
	［442号：第2回］BamkART 1929
	［444号：第3回］旧五十嵐歯科医院の保存と活用
	［446号：第4回］京町家をまもる市民活動のネットワーク
	［448号：第5回］NPO法人たきどぅん
	［450号：第6回］重要文化財熊谷家住宅の活用


